
不登校児童生徒の支援について

問	 不登校児童生徒に対して学校の支援は。

答（教育部長）　不登校児童生徒とのつなが

りを大切にし、スクールカウンセラー、ス

クールソーシャルワーカーなどの専門スタ

ッフを活用し、組織的に対応しています。

問	 教育支援センター・せせらぎの家の目的

と活動は。

答（教育部長）　集団生活への適応、情緒の

安定、基礎学力の補充、生活習慣の改善を

支援し、社会的自立を目的としています。

活動は、一人一人の自主性を尊重し、個々

の状況に応じた支援、指導を行っています。

問	 教育支援センターの増設が必要では。

答（教育部長）　不登校児童生徒数が増加傾

向であり、一人一人の状況に応じた指導支

援から、教育支援センターの役割は大きく

なっています。利用する児童生徒数の推移

や教育相談指導員の任用等、諸条件を総合

的に整理し検討していきます。

松井田地域のスクールバス通学について

問	 児童生徒や保護者から通学に対しての意

見や要望は。

答（教育部長）　スクールバス利用の対象地

域の拡大や、乗降場所の追加などの要望が

出ています。児童生徒の推移及びバスの乗

車定員等を考慮し、検討していきます。

　その他、磯部温泉の活性化について質問し

ました。

基本設計の細部について

問	 新庁舎には２電源を引き込み、災害時に

対応するというが、コストは１電源と比較

していくらちがうのか。

答（企画政策部長）　設備後のコストは高く

なりますが、電源確保の信頼性が高い２回

線方式を計画しました。常用線側で支障が

生じた場合でも、予備線に切り替えて受電

する方式で災害対策活動を行うことができ

る計画です。

問	 再生可能なエネルギーの活用が10kwで

は、家庭用と変わらないのではないか。

答（企画政策部長）　自家発電設備など含め

て72時間庁舎機能が維持でき、災害対応に

当たれる計画です。発電容量については、

今後も検討していきます。

問	 整備が遅れている体育施設があり、本来

なら庁舎建設に先駆けて整備しなければな

らない、弓道場・野球場の改修、陸上競技

場など課題が残ったままではないか。

答（みりょく創出部長）　西毛運動公園の陸

上競技場は、令和６年度から改修工事に着

手する予定です。野球場の改修、弓道場の

建設については未定です。

埋め土と土地改良について

問	 土地改良された場所にある「アーチェリ

ー場」はどのように指導しているのか。

答（農業委員会事務局長）　令和４年に一時

転用の許可が出ており、３年間は施設とし

て使用できますが、期限後は農地に回復し

て耕作する計画です。

早生桐栽培について

問	 早生桐材の需要見通しと収益性の検討は

なされているのか。

答（みりょく創出部長）　木質バイオマス発

電施設の燃料材として需要量が増加してい

ます。品質の高い木材は、市産材利用とし

て公共事業での活用を考えています。

　その他、空き家対策について質問しました。

特色ある教育の推進・観光振

興について

新庁舎建設事業・埋め土と土
地改良・農業振興・空き家対
策について
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（日本共産党安中市議団）

教育支援センター「せせらぎの家」
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